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GT-NKH20AR-25 取扱いについて　　①

■　本体仕様

仕　　　様 NKH20A-25・NKH20AR-25
総　重　量 ７２０g
切断能力 ｱｸﾘﾙ　　厚さ1.5mm　　　幅　　　10mm
刃先温度 180°C　（MAX）
空気消費量 60cm3/回
ｼ ﾘ ﾝ ﾀﾞ ｰ 複動ｴｱｰﾊｲﾄﾞﾛﾀｲﾌﾟ・ｽﾄﾛｰｸ　　10mm

■　ﾌﾞﾚｰﾄﾞ仕様

仕　　　様 NKH20A-25・NKH20AR-25
　材　　　質 特殊合金鋼
　総　重　量 １２５g
　形　　状 ﾅｲﾌﾀｲﾌﾟ（樹脂用）　刃先ﾃﾌﾛﾝｺｰﾃｲﾝｸﾞ
　刃開き 10mm
切刃有効長 19mm　（可動刃）

■　ﾋｰﾄ・ｾﾝｻｰ仕様

仕　　　様 NKH20A-25・NKH20AR-25
　ﾋ ｰ ﾀ ｰ 型番　HTL-28.5-6.25-300L-80W1H

L型ｶｰﾄﾘｯｼﾞﾋｰﾀｰ　100V　　80W
外形　6.25φ　　　ﾘｰﾄﾞ線長さ　　　300mm

ｾ ﾝ ｻ  ｰ 型番　SNO-300L-H
M4圧着端子　 K熱電対
素線　ｼﾘｺﾝｺﾞﾑ被覆・ｼﾘｺﾝ収縮ﾁｭｰﾌﾞ

■　特長・使用方法
ﾌﾞﾚｰﾄﾞ固定刃で位置決めし、ヒーターによって熱せられたブレード可動刃で
幅の広いｹﾞｰﾄやアクリル材質のｹﾞｰﾄを溶かしカットする突っ切りヒートニッパーです。
ブレードはワークがはがれやすいテフロンコーティングです。
ｴｱｰﾊｲﾄﾞﾛｺﾝﾊﾞｰﾀｰの使用により、ﾌﾞﾚｰﾄﾞの
ｽﾋﾟｰﾄﾞを、一定に出来、きれいなカット面を実現出来ます
ﾌﾞﾚｰﾄﾞのｶﾞﾀﾂｷをおさえて、高精度のカットが可能です。

■　エアーの管理
①コンプレッサーは、0.75KW以上のものが必要です。
　　コンプレッサーの圧縮空気には、水分が多く含まれています。
　　この水分を除去するために、フイルターを取り付けドレン抜きは毎日励行してください。
　　★そのままにしておくと、早期故障の原因となります。
②配管時は、必ずﾌﾚｯｼﾝｸﾞを行い管内の異物を除去して下さい。
　又継ぎ手部分のシールには嫌気性の液体シール剤の使用を推奨します。
　シールテープの使用は、目づまりの原因となることがありますので、極力避けて下さい。
　配管後は、空気圧を印加して各部から漏れのない事を確認してください。
　バルブ、コック等は、一杯開けて下さい。
　　★エアーが絞られていると、本機の能力に達しません。
③空気圧力は、本機手前で０．６Ｍpaで使用して下さい。
　　高すぎると本機の破損等、機能障害を起こしたり、寿命が短くなったりします。
　　又低すぎると本機の能力に、達せず切断出来ない場合が発生します。

■　ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ
①本機の性能・品質又は取り扱い等についてのお問い合わせは、最寄りの販売店か
　　当社へ連絡下さい。
②修理が必要な場合は本機を分解せず下図の経路で御返送下さい。
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■　運転について
①カラ打ちは、ﾌﾞﾚｰﾄﾞの寿命を縮めますので絶対に行なわないで下さい。
②本機の交換時や、御使用にならない時は、事故防止のため必ず本機への
　　エアーは、止めて下さい。
③温度調節器の設定温度に達してから、御使用下さい。
　　温度が低いと、ゲートを溶かさずカットするためカット面が割れたり、破損したり
　、ﾃﾌﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞがはがれます。
　　又温度が高すぎるとゲートが溶け過ぎるので刃等に、カスが付着しやすくなり
　　切断に支障がでます。
④ゲート切断面の具合により、切断サイクル温度調節器の温度を微妙に調整し
　　満足のいく切断面にして下さい。
⑤溶かしてゲートを切断しますので刃は溶けたカスが付着します。
作動前又は、作動後にカスを取り除いて下さい
　★そのときは、必ず刃の冷えた状態で行って下さい。
⑥本機の取り付け取り外し時は、必ず冷えた状態でエアーを止めた状態で行って下さい。
　★ヤケド及び、刃部によるケガの原因となります。
⑦作動時は、本機に手を触れない様注意して下さい。
　★事故の原因となります。
⑧ﾋｰﾀｰを加熱させず、常温のﾜｰｸを切断しますと、刃の破損及び
　　　テフロンｺｰﾃｨﾝｸﾞのﾊｶﾞﾚが発生します。
⑨分解はしないで下さい。   作動不良の原因となります。
■　設置詳細

　　

■　ヒーター、センサーの配線について
　　ヒーター、センサーは、可動刃に取り付け刃開き寸法分動きます。
　　そのため断線しやすく、温度調節器に接続時、可動刃の可動寸法分は
　　配線に余裕を持たせて下さい。余裕がないと作動時に配線が引っ張られ
　　断線の原因になります。
　　センサーのシリコンチューブ部は耐熱温度約200℃ですが、ワッシャー
　　をはさんで、可動刃より浮かせて取り付けをして下さい。
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